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近年の､ 母子保健および育児を取り巻く状況

は､ 母子保健の水準が大幅に改善する一方で､

晩婚化や未婚率の上昇､ 子育て世代の家族形態

が多様化する等､ 大きな変化がみられている１)｡

国は ｢健やか親子21｣ を掲げ､ ｢すべての子ど

もが健やかに育つ社会｣ に向けて子育て・健康

支援に取り組んでおり､ 平成27年度からは､ 新

たな計画が開始されている｡ 看護専門職も､ 母

親が子どもを産み育てることを支援する重要な

役割を担っていかなければならない｡

一方､ 妊娠・出産・育児に関する研究領域で

は､ Maternal Confidenceが母親となる過程に深
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Development of a Nursing Intervention Program to Promote
Maternal Confidence in Anticipating Mothers

during Pregnancy

岩 � 順 子 (Junko Iwasaki)＊ 野 嶋 佐由美 (Sayumi Nojima)＊
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Maternal Confidenceは､ 母親として【子どもの健康の保持・増進】【子どもとの生活に関する行動】【子どもとの生

活に関する知識】【子どもの理解に関する感受性】【育児に関するマネージメント】に対する能力に関する主観的な捉

えと定義づけられ､ 母親になる過程を導くための重要な概念である｡ そこで､ 本研究は､ 妊娠期の母親のMaternal

Confidenceを育成する看護介入プログラムの開発を目的に研究をおこなった｡ 研究対象者は､ 妊娠35～36週の初産婦

５名であり､ 集団での学級による看護介入プログラムを実施し､ 対象者の言動・反応について観察する参加観察を行い

質的に分析を行った｡ 結果､ 対象者は他者との交流を行いながら積極的に学級へ臨んでおり､ 具体的な技術体験の場面

では､ モデル人形に自ら進んで語りかけ､ 愛着が育くまれる場面もみられた｡ これらの参加観察の結果の分析より更に

具体的な各局面への看護介入が示唆された｡

����������		
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Maternal Confidence is defined as subjective perception on the ability as a mother for １) maintenance and

improvement of the infant's health､ ２) behaviors related to infant care､ ３) knowledge about infant care､

４) sensitivity toward and understanding infants emotional needs､ and ５) Managing daily life with an infant.

The purpose of this study is to create a new nursing intervention program to promote Maternal Confidence

during pregnancy. Subjects of the study were five primiparas in 35-36 weeks. Nursing intervention program

class was carried out in group. This study observed behavior-reaction of the subjects in class, and data were

qualitatively analyzed. Results showed that the subjects participated actively while performing interactions

with others and were able to lead to Confidence. The subjects spoke willingly and touched the model dolls,

attachment increased. The aspects of promotion for the nursing intervention program was suggested.
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く関与しているとして注目されている｡

Maternal Confidenceは､ 母親になる過程は学習

や経験により導かれるものとして注目しており､

母親になることが､ 先天的な要因ではなく､ 妊

娠・出産・育児といった過程で獲得されるとい

う理論的な根拠となっている２)３)４)５)６)７)８)９)｡

Maternal Confidenceの概念は､ Self-Efficacy

の理論やRubinの理論から定義づけられており､

母親としての課題や取り組み､ 子どもとの関わ

り､ そして､ 母親としての成長発達に関連して

おり､ 母親が母親としての行動を行うにあたっ

て自分が行動をとる能力があるとする主観的な

とらえとして､ 母親になる過程を導くための重

要な概念である｡ 本研究者の出産後４カ月にお

ける母親のMaternal Confidenceに関する先行研

究10)より､ Maternal Confidenceの局面として､

母親としての子どもの世話に関連する【子ども

との生活に関する行動】【子どもとの生活に関

する知識】､ 子どものニードや理解に関する

【子どもの理解に関する感受性】､ 育児の課題

や状況に対する効果的な調整といった【育児に

関するマネージメント】､ 子どもの健康､ 成長・

発達への関わりといった【子どもの健康の保持・

増進】をふくんでいる｡ また､ Maternal Confidence

を育成する看護介入として母子相互作用に注目

し､ 焦点をあてた研究がいくつか報告されてい

る｡ 子どもへの合図の敏感性は親子相互作用の

成功の要素であり､ 海外では親たちにブラゼル

トン新生児行動評価を用いて新生児の能力や行

動特徴を教え実践してみせる介入が行われてい

る11)｡ 本国においても前原12)は ｢母親役割の自

信を高める看護介入プログラム｣ として母子相

互作用に焦点をあて ｢わが子の合図をよみとる

敏感性を高める看護援助｣ として ｢わが子の表

情・言動・生理的反応への気づきを促す｣ ｢わ

が子の哺乳欲求をよみとる能力を高める｣ 等の

看護援助の視点を導きだしており､ 看護介入後､

対象者はわが子の合図をよみとる自信が有意に

高まったと報告している｡

その他､ 我が国では､ Maternal Confidenceに

関する研究として影響要因､ 質的研究､ 対児感

情の変化との関連および､ Maternal Confidence

の質問紙の検討といった視点から研究がなされて

きている13)14)15)16)17)18)19)20)｡ しかし､ Maternal Confidence

を育成するための系統的な看護介入は明らかに

されていない｡ そこで､ 本研究では､ 妊娠期に

おける母親のMaternal Confidenceを育成する看

護教育プログラムを開発・実施し､ 有用な看護

介入を明らかにする｡

��� � � � �

本研究では､ 妊娠期の母親のMaternal Confidence

を育成する看護介入プログラムの開発を目的と

し､ １) Maternal Confidenceを育成する看護介

入プログラムを作成する､ ２) Maternal Confidence

を育成する看護介入プログラムの実施､ 参加観

察によりプログラムの有用性を検討する｡
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１. Maternal Confidenceを育成する看護介入

プログラム

本研究では､ 本研究者らの先行研究10)20)より､

Maternal Confidenceを､ 母親として【子どもの

健康の保持・増進】【子どもとの生活に関する

行動】【子どもとの生活に関する知識】【子ど

もの理解に関する感受性】【育児に関するマネー

ジメント】に対する能力に関する主観的な捉え

と定義づけた｡
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妊娠期におけるMaternal Confidenceを育成す

る看護介入プログラムは､ 母親が母親としての

主観的な捉えを高めると共に､ 育児に向けて前

向きに､ 楽しくやっていけると思うことができ

ることを目標とする｡ 局面に【子どもの健康の

保持・増進】【子どもとの生活に関する行動】

【子どもとの生活に関する知識】【子どもの理

解に関する感受性】【育児に関するマネージメ

ント】を含んでおり､ 各局面の目標を表１に

示す｡
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妊娠期のMaternal Confidenceを育成する看護

介入プログラムは､ グループダイナミクスを生

かした４～５名程度の集団での実施とした｡ 妊

娠期であり､ 対象者への身体的負担も考慮し､

10分程度の休憩をはさみ所要時間は合計90分程

度とした｡ また､ 看護介入プログラムは､

Maternal Confidenceの各局面への看護介入を作

成し､ 妊娠期のMaternal Confidenceを育成する

看護介入プログラムに向けて合計40枚のスライ

ドを作成した (資料１)｡
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１. 対象者

県内の病院を受診し､ 初産婦で､ 妊娠経過が

概ね順調な妊娠末期の妊婦を対象とした｡ デー

タ収集期間は平成26年10月～平成27年２月であっ

た｡ 対象者は､ 年齢20～40代で､ 妊娠週数は35

～36週の初産婦５名であった｡ また､ 妊娠中､

１名のみ妊娠初期に切迫流産の合併症があった

(表２)｡

２. データ収集方法

同意が得られた対象者５名に対して ｢妊娠期

にある母親のMaternal Confidenceを育成する

教育プログラム｣ を実施した (所要時間：所要

時間90分､ 途中休憩10分程度)｡ 学級中､ 学級

内での対象者の言動・反応について観察する参

加観察を行い､ 記録し質的に分析を行った｡ 参

加観察は､ 他の研究協力者１名が観察し記録を

行うとともに､ 研究者は､ 看護介入の実施を行

うことを主としながら､ 一部観察を行った｡ ま

た､ 倫理的配慮として本研究の実施にあたって

は､ 高知県立大学看護学部研究倫理審査委員会

に申請し､ 承諾を得るとともに研究参加者の対

象施設での倫理審査委員会の承諾も得た｡ 研究

参加者に対しては文章および口頭で研究の目的

と主旨を説明し､ 自由意志での参加であること､

途中､ 中断や撤回が可能であるとともに､ それ

に伴う不利益を被ることはないこと､ プライバ

シーの保護､ 対象者への心身の負担の軽減への

配慮をおこなった｡

３. ５つのMaternal Confidence局面での看護

介入､ 対象者の反応 (表３)

(�)*+,�-.�/01234

この局面は､ 子どもの健康の保持・増進に向

けて理解を深めるための看護介入であり､ 胎児・

新生児モデルを使用し1. 子どもの成長に関す

る理解 1�胎児期からの成長・発達：胎児期か

らの子どもの成長・発達についての説明的介入､

2�新生児期の成長・発達：新生児期における子

どもの成長・発達についての説明的介入､ 3�母

親の胎内環境における発育：妊娠初期より母親

の胎内において子どもが成長してきたことを伝

えていく､ ２. 子どもの健康に関する気がかり

事項：子どもの健康に関する気がかり事項は育

児の中で必ず生じてくることを説明し､ 肯定的

な捉えとなるように説明的介入を行う看護介入

を実施した｡
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表１ 妊娠期のMaternal Confidenceを育成する看護介入プログラムの目標



NO 
1 Maternal Confidence
2 Maternal Confidence
3 Maternal Confidence
4 1
5 
6 
7 
8 2.
9 1
10 
11 
12 2
13 
14 
15 3
16 
17 
18 
19 3.
20 
21 1
22 
23 2
24 3
25 
26 
27 
28 
29 4.
30 1 1
31 1
32 
33 2
34 3
35 
36 5.
37 
38 
39 
40 

資料１ 妊娠期のMaternal Confidenceを育成する看護介入プログラムのスライド内容
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表２ 対象者の概要
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対象者は､ 胎児モデルに対して興味をもって

前のめりになって自ら触る場面がみられ､ 胎児

モデルを抱き､ 腹部にあてながら ｢こんなに重

たいんですね｣ との発言が聞かれた｡ Case３に

おいては ｢かわいい｡ かわいくなってきました｣

と愛着形成が育まれる場面もみられた｡ 胎内か

らの児の発達に関して対象者全員 ｢すごい｣ と

驚きながら成長を感じることができていた｡ ま

た､ 対象者同士､ 他者の反応や意見を聞きなが

ら､ 話しをされる場面もみられており､ 興味を

もって臨む姿がみられた｡
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この局面は､ 子どもとの生活に関連しながら

母親が､ 生活行動に関する理解を深めるための

看護介入であり､ １. 新生児の抱き方・飲ませ

方・おむつ交換：モデル人形を用いて､ 実際に

抱き方・飲ませ方・おむつ交換を実施し､ その

後､ 参加者が実施し体験する､ ２. 子どもの健

康を育むために､ １) 声かけ・タッチング：母

親の声掛けやタッチングが児にとって大きな成

長につながることを強調して伝える､ ２)自分な

りの育児方法の習得：育児は最初うまくいかな

い事も多いが､ 何度も繰り返す中で段階をおっ

て獲得されていくことを伝える看護介入を実施した｡

対象者は､ 全員､ 積極的な参加がみられた｡

実際の技術体験では､ 研究者のモデルを模倣し

ながら取り組む姿勢がみられ､ 手際よく実施で

きる対象者と時間をかけて実施する対象者がみ

られた｡ 実施後､ ｢難しい｣ ｢大変ですね｣ ｢でき

た｣ などの様々な反応がみられた｡ また､ 技術

に関して､ 学級後の感想においてCase３は新生

児の衣服・オムツ交換が ｢楽しかった｣､ Case５

は初めてのオムツ交換の経験を通して ｢少し自

信になった｣ との意見が聞かれており､ 具体的

な技術体験が自信を育んでいた｡ 技術体験中､

声かけ・タッチングの重要性について説明を行

うと､ うなずき更にモデル人形に声かけやタッ

チングされる姿がみられた｡
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この局面は､ 子どもとの生活に関連しながら

生活知識に関する理解を深めるための看護介入

であり､ １. 新生児の理解､ １) 新生児の特徴：

新生児の特徴について参加者が自己表現するこ

とでのイメージ化の促進､ 新生児の大まかな特

徴についての説明的介入､ ２. 現在および育児

知識に関する疑問の対応・解決に関する看護介

入を実施した｡

対象者は､ 新生児の特徴に関する説明では､

静かに聞いている姿がみられた｡ Case３は時折､

首をかしげる仕草がみられ､ 十分に理解できて

いない側面もうかがえた｡ また､ 育児本からの

知識の習得に関する質問では､ 全員､ 頷く姿が

みられており､ 理解している様子で聞かれてい

た｡ 他の局面への看護援助と比較して比較的静

かに聞かれており､ 対象者同士の関わりもみら

れなかった｡ また､ 現在および育児知識に関す

る疑問については､ 途中､ 休憩場面を利用して

看護介入を実施した｡ 各対象者､ 積極的に質問

が聞かれており､ Case４､ ５は陣痛や破水､ 分

娩前準備物品に関する質問が聞かれた｡ Case１､

２は､ 新生児の肌着や布団に関する質問が聞か

れた｡ 対象者は他者の質問や回答に興味をもっ

て聞いており､ 他者の質問を受けて､ さらに新

たな質問をと､ 相互作用の中で､ 疑問をふくら

ませ確認しあっていた｡ 学級半ばでの関わりで

ありCase１は当初､ 言葉数が少なかったが､ 自

ら進んで話しをされる姿がみられた｡ また､

Case３は､ 自ら質問は聞かれなかったが､ 他者

の話をにこやかに聞かれている様子がみられた｡
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この局面は､ 子どもの情緒や特徴についての

理解の促進にむけた看護介入であり､ 以下の教

育内容・教育方法を行った｡ １. 新生児の五感､

１) 視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚：新生児の

五感についての具体的な説明的介入､ ２) 新生

児のこころの発達：新生児は声掛け等の外的刺

激に関して理解しており､ また､ 快・不快といっ

たニーズ・感情を豊かにもっていることについ

ての説明的介入､ ３) 新生児の泣き：新生児の

泣きについて､ 泣きの種類､ 泣くことの意味､

泣き方の個性､ 泣き方を見分ける目安について

の具体的な説明的介入､ ２. 児の理解にむけて､

１) 児を理解してくこと：児に注目し理解して

いくことが母親としての自信につながっていく

ことについての説明的介入､ ２) 児の個性の理
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解：児は､ それぞれ個性をもっていることにつ

いての説明的介入､ ３) 成功体験の活用：児の

関わりの中で､ 成功した体験を大切にし､ 育児

に取り入れながら活用してく事についての提案

に関する看護介入を実施した｡

対象者は興味をもって､ スライドを熟視して

いる姿がみられた｡ 終始､ スライドに注目して

おり､ 時折､ 頷きながら､ 各自聞いている姿が

みられた｡ 新生児の五感に関するスライドでは

驚きながら頷き､ 話を聞かれていた｡

�������	
��
�����

この局面は､ 育児について日々の生活に関す

るマネージメントの促進にむけた看護介入であ

り､ 以下の看護介入を実施した｡ １. 子どもが

いる１日の生活のイメージ：出産後の子どもと

の生活に関して参加者が自己表現し､ イメージ

化できるような関わり､ ２. 育児と生活､ １)

育児と生活の調整：育児と日々の生活における

工夫・調整についての提案､ ２) 子どもがいる

生活に向けた準備：子どもがいる生活をイメー

ジしながら具体的な生活準備をおこなっていく

ことの提案､ ３) 家族での役割調整：子どもが

いる生活について家族も共に生活に関するイメー

ジを共有し役割調整を行っていくことの提案､

４) 日々の繰り返しの体験による工夫・調整：

最初はうまくいかないことも日々の育児の繰り

返しの中で､ 工夫し調整できるようになること

を強調して伝える､ ３. 自分自身の心身を大切

にすること､ １)心身のリラックス：日々の育

児に追われる中で自分自身の心身の緊張をゆる

め､ リラックスできる方法についての提案､ ２)

心の余裕：母親の心の余裕が楽しい育児につな

がっていくことについての説明的介入に関する

看護介入を行った｡

対象者は､ 出産後の生活について ｢イメージ

がわかない｣ との発言が聞かれ､ 具体的な生活

に関して驚きの表情がみられた｡ Case１はスラ

イドを通して自らの産後の生活をイメージする

場面もみられた｡ 対象者はそれぞれ､ 様々な産

後のマネージメントに関する工夫・提案につい

ては頷きながら聞いている姿がみられた｡ また､

学級後の感想において､ Case５は､ 家族を含め

た他者への協力について積極的に取り組んでい

く姿勢がみられた｡ また､ 自分自身への心身を

大切にする関わりについて､ Case１は ｢いい意

味の手抜きをして余裕をもっていきたい｣､ Case

２は ｢休みをとりながらリラックスを大切に｣

と語られる場面があり､ 出産後の生活の理解､

生活への取り入れがイメージできていた｡

４. Maternal Confidenceの基盤となる看護の構え

Maternal Confidenceを育成する看護介入とと

もに､ Maternal Confidence看護介入を根底から

支える基盤となる看護の構えが抽出された｡

本学級では､ 少人数による看護介入の実施で

あり､ Case１は最初､ 発言が少なかったが徐々

に積極的に臨む姿勢がみられていた｡ 学級は､

終始､ 和やかな雰囲気での開催であり､ 対象者

はそれぞれリラックスして参加ができていた｡

安心した場での開催により､ 対象者は他者と同

じ思い・悩みへの共感から多様性・柔軟性の育

成といった新たな気づきがみられた｡ 参加した

対象者は ｢みな同じなので安心しました｣ と述

べられており､ 自由に語れる場の環境作り､ 自

己の気づきの促進にむけた [安心を支える看護

の構え] が抽出された｡

また､ 対象者の反応は様々であった｡ Case１

は高齢初産であるが故の不安を抱えており､

Case４は物静かな印象であり､ 発言は比較的少

なかったが､ 他者の意見に耳を傾け､ 納得しな

がら理解している様子がみられた｡ 対象者個々

に応じた疑問への対応､ 細やかな看護介入の実

施として対象者を十分に観察し､ 常に全体像の

アセスメントを行う [個別性に応じた看護の構

え] が抽出された｡

更に指導者は対象者に共感し､ 寄り添いなが

ら対象者の意向・価値観を尊重し､ 保証すると

ともに肯定的フィードバックを行うことを通し

て､ 対象者の強みの発見､ 主観的な捉えの肯定

的意味づけを行い､ 強みを強化していく看護支

援を行った｡ [肯定・尊重した看護の構え] は､

対象者の“できそう”という感覚の発見につな

がり､ 自分や子どもの力を信じる根底となる｡

対象者自身の成長の気づきを通して肯定的な感

覚が強化され､ Maternal Confidenceを獲得でき

るような関わりが基盤となる看護の構えとして

抽出された｡
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１. Maternal Confidenceの各局面を育成する

看護介入
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Maternal Confidenceは【子どもの健康の保持・

増進】の局面との相関は高いことが報告されて

おり10)､ 妊娠末期までの期間における､ 妊娠継

続・児の成長・発達や母児の健康状態に応じた

対応の体験を通して､ 母親が自信につながって

いくことができるよう支援が重要である｡

本看護介入の局面において､ 胎児・新生児モ

デル人形を用いた児のイメージ化の促進・理解

への支援について各対象者は興味をもって望む

姿がみられた｡ 武田らは21)､ 主体的な育児に向

けた妊娠期の支援として ｢赤ちゃんをイメージ

する｣ 看護介入が重要であると報告しており妊

娠期より具体的な子どもの特徴や成長・発達が

イメージでき､ 理解につながる看護介入が望ま

れる｡ そのためにモデル人形の活用は有用であ

ると考える｡ また､ 児の成長・発達に向けて､

新生児および､ 以後の成長・発達に向けてのイ

メージ化の促進につながるように､ 現在までの

胎児の発育・発達について､ 想起することがで

きるような看護支援も同様に重要であると考え

る｡

これらのことより妊娠期における【子どもの

健康の保持・増進】に関する看護介入として､

≪子どもの成長・発達の理解≫､ ≪先を予測し

た子どもの成長・発達のイメージ化≫､ ≪新生

児の特徴のイメージ化≫､ ≪子どもの健康に関

する気がかりの理解≫が重要であり､ これらの

側面が抽出された｡
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産褥早期､ 多くの母親は児の抱き方､ 排気の

方法等､ 基本的な育児行動について経験がなく､

Maternal Confidenceは低く､ 妊娠中より育児期

に向けた具体的な【子どもとの生活に関する行

動】への看護介入が重要である｡ 育児経験の積

み重なりによる行動の獲得がConfidenceにつな

がっていくのであり､ 経験による体験の実施が

有用である｡ 本学級では､ 基本的な育児技術体

験 (抱っこ・おむつ交換・飲ませ方) を取り入

れており､ 対象者はいずれも積極的に参加し取

り組む姿勢がみられた｡ 手際よく実施する対象

者と時間をかけて実施する対象者がみられたが､

学級中の雰囲気は和やかであり､ 対象者はお互

いに声をかけながら取り組んでいた｡ 個々のペー

スに応じた体験ができることが重要であり､ 育

児行動は児との生活の繰り返しの中で徐々に獲

得されていくことを体験して､ 学習につなげて

いくことが大切である｡ また､ 現在できている

育児行動を保証・強化しConfidenceにつなげて

いく支援も重要である｡ しかし学級内で全ての

育児技術を体験することは困難であり､ 経験を

応用し工夫して育児にとりいれることができる

支援が望まれる｡ 一つの技術体験を育児期間中

に想定されるいくつかの場面に活用できる方法

の提案として､ 例えば新生児の抱き方から沐浴

時の保持の方法､ あやし方等､ 拡大して対象者

自身が活用できるような工夫も必要である｡

また､ 対象者はいずれも技術演習中､ モデル

人形に語りかけながら臨む姿がみられた｡ 子ど

もへの生活行動は､ いずれも児との愛着を基本

としており､ 単なる育児技術行動のみの獲得で

はなく､ 児との相互作用の中､ 児へ愛着を育み

ながら､ 育児行動を獲得できるような看護介入

が望まれる｡

妊娠期における【子どもとの生活に関する行

動】に関する看護介入には､ ≪育児技術体験に

よる技術の獲得促進≫､ ≪育児技術の保障≫､

≪育児技術獲得過程の理解≫､ ≪体験した育児

技術の応用・工夫への支援≫が重要であり､ こ

れらの側面が抽出された｡
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【子どもとの生活に関する知識】について､

妊娠中より母親は､ 児に関連した胎動やマイナー

トラブル等について不安を抱いており､ 個別的

なケアの提供が望まれる22)｡ しかし､ 本学級中､

母親は､ 子どもへの語りかけや新生児の特徴に

関する看護介入への興味はいずれも乏しく､ 一

般的な児に関する知識は､ 十分に有しているも

のと思われる｡ 倉本23)は出産後の母親の児に関

する不安の具体的内容として ｢湿疹｣ ｢泣き｣

｢不眠｣ ｢排泄｣ 等を報告している｡ 母親は児と

の生活に関連した知識の応用､ マネージメント
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の側面を含む知識についてConfidenceをもてず

におり､ これらに対する具体的な看護介入が望

まれる｡ また､ 児の衣服､ 室内の環境は､ 本学

級内でも両項目において対象者より質問があっ

たことからも､ 出産後の育児にむけて知識とし

て必要な項目であり､ 具体的な児との生活に関

する知識の獲得に向けて､ 説明的介入をおこなっ

ていくことが必要である｡

一方Case３は､ 学級内の児の特徴に関する一

般的な知識の伝達の場面において首をかしげる

仕草がみられたが､ 終始にこやかに他者の話も

興味をもって聞いておられ新生児人形に対して

も愛着行動が高く､ 育児について ｢楽しみです｣

と語られる場面がみられた｡ この点は注目すべ

き点である｡ 育児への具体的な【子どもとの生

活に関する知識】への支援は重要であるが､ 知

識が豊かに理解できれば､ Confidenceが高まる

かは定かではない｡ 具体的な知識と共に､ 母親

として ｢やっていける｣ ｢なんとかなる｣ といっ

た肯定的な捉えができることが重要であり､ 他

の看護介入と関連させながらMaternal Confidence

を高めて行く支援が求められる｡ また､ 本学級

においても対象者は各自､ 育児雑誌等より知識

を獲得していた｡ これらの有している知識に関

する保証を行うとともに､ 育児を行う中で徐々

に獲得していくであろう過程についても伝えて

いくことが､ Maternal Confidenceを高めていく

ものと考えられる｡

これらのことより妊娠期における【子どもと

の生活に関する知識】に関する看護介入には､

≪現在有している育児知識の保証≫､ ≪育児知

識に関する疑問点の解決≫､ ≪具体的な子ども

との生活に関する知識≫､ ≪具体的な育児に関

する知識の獲得過程の理解≫が重要であり､ こ

れらの側面が抽出された｡
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出産後､ 母親の心配事として ｢なぜ泣いてい

るのかわからない｣ ｢泣いた時にどのように対

応したらよいのかわからない｣ と多くの母親は､

児の理解に関して気がかりを抱えている｡ 檜森

らは24)乳児の泣きに対する母親の反応として､

出産後､ 母親は児の泣きを感じ取り､ 児の欲求

を満たすための行動を繰り返すことで泣きの意

味が理解できるという自信がみられたと報告し

ており､ 育児を行う過程で徐々に獲得されてい

く局面である｡ また､ 母親は児の欲求に対し自

分の力で適切に応答できた経験の積み重ねによ

り､ 多くの肯定的感情につながると25)と報告さ

れているように､ 児のことがわかるようになる

こと､ 児に応じた対応ができることがConfidence

を高めていく｡ 子どもの理解に関する感受性の

局面もまた､ 児との相互作用と深く関連してお

り､ 他の局面と関連しながら､ 高めていく看護

介入が望まれる｡ 学級中においても､ 愛着行動

が高い対象者は､ ｢なんとかなる｣ と肯定的に

育児に臨むことができており､ 児の愛着と関連

し高めていく支援も､ 基盤となる重要な側面で

ある｡

学級中､ 胎児・新生児モデル人形の利用を通

して､ 母親は児の愛着がみられていた｡ モデル

人形に触れている時間が長いことで､ 愛着形成

にもつながっていくのであり､ 対象者への妊娠

期における身体的負担も考慮し､ モデル人形の

積極的活用が有用であると思われる｡ また､ 学

級中､ 母親は､ 新生児の五感やニーズについて

興味をもって驚きながら聞かれている姿がみら

れ､ 有用な看護介入であるといえる｡ 更に新生

児の理解に向けて､ 様々な新生児の泣き声や映

像などを取り入れ､ 視覚､ 聴覚を使う媒体活用

の検討も必要である｡

妊娠期における【子どもの理解に関する感受

性】に関する看護介入には､ ≪子どもの特徴の

理解≫､ ≪子どものニーズの理解≫､ ≪子ども

の個性の理解≫､ ≪子どもの対応の理解≫､

≪子どもに応じた対応≫､ ≪子どもの理解に関

する感受性の獲得過程の理解≫が重要であり､

これらの側面が抽出された｡
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【子どもとの生活に関するマネージメント】

について､ 学級中の母親の語りよりも出産後の

生活に関してイメージができておらず､ 具体的

なイメージ化を促しながら､ マネージメントの

側面を高めて行く支援が必要である｡ また､ 学

級では､ 出産後の生活の工夫､ マネージメント

について､ 家族・他者の協力に関して､ それぞ
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れ対象者自らのケースに置き換えながらのイメー

ジにつながっていたが､ 個々それぞれの具体的

な生活の工夫については､ 対象者自らが事前に

考え､ 準備性を高めるまでは至らなかった｡ 時

間配分もあるが､ 余裕があれば､ 具体的な工夫

について個々に考え､ 表現を通してイメージで

きるような関わりの検討も必要である (各個人

の工夫について考えてもらう｡ 産後の１日の生

活ボードへの書き込み等)｡

また､ 自分自身の心身を大切にしながらの育

児については､ 対象者それぞれ理解し､ 出産後

の育児において意識して臨む姿がみられていた｡

余裕のある育児はMaternal Confidenceに大きく

影響する重要な看護介入であると考える｡ その

他､ 育児に関する情報の判断について､ 学級中､

対象者から質問がみられた｡ 育児に関する情報

は有しているものの､ 判断・選択の場面におい

て悩み､ その結果､ Confidenceが低かったこと

が考えられる｡ 情報の判断・選択がより円滑に

自信をもつことができるような関わりとして正

確な情報の伝達､ 相談の場の検討といった支援

もまた重要である｡

妊娠期における【子どもとの生活に関するマ

ネージメント】に関する看護介入には､ ≪子ど

もがいる生活のイメージ化≫､ ≪育児と生活の

調整≫､ ≪子どもとの生活の中でのマネージメ

ント獲得過程の理解≫､ ≪自分にあった情報の

取り入れ≫､ ≪成功体験の取り入れ≫､ ≪自分

自身の心身の調整への支援≫が重要であり､ こ

れらの側面が抽出された｡
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本研究は､ Maternal Confidenceの評価として､

対象者が５名と少数であったこと､ 一つの施設

からのデータ収集であり､ データの偏りがある

可能性が考えられる｡ 今後､ 対象者を広げた

Maternal Confidenceの看護介入の実施､ および

看護介入評価が必要である｡ また､ 妊娠期にお

けるMaternal Confidence看護介入プログラムが

広く一般化できるように､ 臨床の現場での実践

への活用に向けて更なる洗練化が必要であると

考える｡
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